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Abstract: Understanding components of landscapes related to local resources will be a clue to show the 
regionality of the land and help us think about how to preserve the unique landscape. In this study, we targeted 
Ciptagelar, which is one of the remote rural villages and maintains an indigenous livelihood in West Java, 
Indonesia, and summarized the components of the landscape and the over-view of local resources used, to 
clarify how the landscape unique to the regional area has been preserved. Two kinds of methods are applied, 
one is a line transect method of vegetation in the two sites of Ciptagelar and another is an interview for a 
person living in this village. The line survey results of the vegetation in the mix-gardens (talun) around the 
residential area showed that most of the plants are used by the residents, and the residents maintain the forest 
landscape to secure their daily commodities.The results revealed that the residences, rice terraces, rice storage 
(leuit), talun and the surrounding forests (garapan, titipan, tutupan) were organized as components of the 
landscape unique to Ciptagelar. The landscape of Ciptagelar has been established as the sustainable one by 
managing and preserving local resources, such as, food and wood materials, based on their traditions. 

Keywords: ethnic minority, forest conservation, landscape, orchard, vegetation 

1. 序論
景観とは，地域と風景の両方の意を持つ言葉である。前者の意味での景観は，視覚

的に一定のまとまりを持った領域と言うことができる。後者の意味では，単なる風景で

はなく景観形成をもつ地因子（気候，地形，土壌，地質，水，動物，植物）の相互作用や
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人間の関与にとって形成され，地表面で表現された空間統一体としての景観と言える

[11-13]。いずれにおいても，景観を理解するにはその構成要素を明らかにする必要があ

る。そして，それがその土地が持つ地域性を示す手がかりとなり，固有の景観の保全の在

り方を考えるための一助となる。そして，景観の保全は生物多様性や環境保全と競合関

係になりうる農業や鉱業といった土地利用との両立や，地域資源の再発見や活用への寄

与が期待されている[1]。 
世界第 4 位の人口を擁するインドネシアは，その 56.6％に相当する 1 億 4800 万人が

国土の 6.8％を占めるに過ぎないジャワ島およびマドゥラ島（以下，「ジャワ」）に集中

している[2]。また，ジャワの約 6 割を標高 200m 以上の山岳丘陵地が占めているものの

[14]，森林率は 24.4％に過ぎず[3]，ジャワの森林は国土保全の面からも重要な役割を有す

る。林地と農地とが競合するジャワ島では，その競合を回避する農林複合の土地利用が

発達してきた。ジャワを代表する農林複合の土地利用の一つに，pekarangan（プカランガ

ン）と呼ばれる屋敷林がある。これは住居の近くや集落内にあり，商用作物だけなく，日

常的に使用する作物が植えられ，同じ場所で家畜が飼われることや，池で養殖が行われ

る場合もある。そして，talun（タルン）と呼ばれる樹木園は，屋敷林より規模が大きく，

樹木が発達し複層林の様相を呈し，高い生物多様性と経済的価値とを有している[4]。こ

れらの樹木と農作物とが混植され，複合的に経営されるアグロフォレストリーと呼ばれ

る土地利用は，立地環境を安定させるだけでなく，多様な作物を所有者に供給し，住民の

生計においても重要な役割を果たす[5]。プカランガンやタルンといったアグロフォレス

トリーでは，集落周辺にある樹木群である樹木園が地域資源のひとつとして，食糧や建

材，燃料など多様な農林産物を提供し，農村での生活に寄与している。 
タルンは地域住民の生計手段と密接に関係し，その地域特有の景観を形成する重要

な構成要素と捉えられる。地域の地理的，気候的な条件と人々の生活の特徴がタルンに

表出し，地域のアイデンティティのひとつになり得る。そのため，地域住民によるタルン

の利用を詳細に記述することは，そこに暮らす人々と地域資源の関わりを明らかにする

だけでなく，その土地の景観がどのように維持されているのかを明らかにする手がかり

になる。 
本研究では，伝統的な土地利用が維持され，その景観が高く評価されている西ジャ

ワ州の遠隔地農村のひとつである Ciptagelar（チプタゲラ）を対象とした。チプタゲラは

集落を中心とした景観とそこに暮らす人々の伝統的な文化の多様性から，2019 年にユネ

スコのジオパークに認定され[6]，伝統的な生活様式や農業を通した自然との関わり方が

注目されている地域である。本研究ではチプタゲラの地域における景観の構成要素を明

らかにした上で，地域資源の利用実態と森林管理に対する慣習上の考え方を把握するこ

とによって地域固有の景観がどのように維持されてきたのかを検討することを目的とし

た。 

2. 対象地の概要 

2.1.チプタゲラの概況 
チプタゲラはインドネシア西ジャワ州のスカブミ県の山岳地帯に位置する農村集落

である（図 1）。集落は標高約 1,000m にあり，スカブミ県の港町である Pelabuhan Ratu
（プラブハン・ラトゥ）から車で約 3 時間を要する。チプタゲラとその周辺の地域は 1992
年に指定された Gunung Halimun（グヌンハリムン）国立公園の内部に位置する。国立公

園内部では，原則として森林資源の採取が禁止されているものの，国立公園に指定され

る以前からこの地で暮らす人々は，森林資源や土地の利用がある程度認められている。 
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チプタゲラに住む人々は kasepuhan（カセプハン）と呼ばれる慣習グループの伝統に

則った生活を送っている。スンダ系先住民に当たる彼らはスンダ語を母語とする。カセ

プハンに属する人々は西ジャワ州のスカブミ県，ボゴール県，バンテン州のレバック県

にまたがって生活しており全体で約 40,000 人とされる。チプタゲラには 125 世帯 350 人

（2018 年）が居住している[15]。主な交通手段はバイクであり，自動車を所有する世帯

は限られている。 

集落の周辺には水稲の棚田が広がっており就労者には農業従事者が多い。農業は基

本的に自給自足のために営まれ，換金作物の栽培は少なくコーヒーやパームシュガーな

ど一部の農作物に限られる。このように集落内での現金収入源が限られている[16]ため，

出稼ぎ労働が広く行われている。 

2.2.チプタゲラにおける⼈々の⽣活様式 
カセプハンには abah（アバ）と呼ばれる慣習社会の指導者（王）が存在する。アバ

は祭事を司り，住民の相談事を聞き祈祷を行う。またアバは自らが行う占星術に準じて

定期的に居住地を移転させ，2001 年に先代のアバがチプタゲラに移住して以来，現在は

チプタゲラがカセプハンの中心となっている[17]。 

稲作は年に 1 回行われており，また村の祭事は田植えやコメの収穫に関係したもの

が多く，カセプハンの生活の中心に稲作があることが伺える。また leuit（ルイト）と呼

ばれるコメを貯蔵するための小さな小屋が村の周辺に 1,000 以上点在しており，収穫さ

れたコメは稲穂のままの状態でこのルイトに貯蔵される。ひとつのルイトには約 8,000
束の稲穂が貯蔵でき，中には 100 年以上前のコメが貯蔵されているルイトもある。衛星

写真の比較からルイトが年々増えていることが確認でき，現地調査中にも新しいルイト

が建設されていた。 

カセプハンにとってコメが特別な農作物であることを伺える慣習として，コメを調

理する際のルールがある。ガスコンロを使ったコメの調理を忌避し，かまどで薪を燃や

して専用の細長い蒸し器を用いて調理しなければならないとされる。また，その際にコ

メをバナナの葉で包んで蒸らすのも彼らの慣習である。 

3. ⽅法 

図 1. チプタゲラの所在地 
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本調査では，まずチプタゲラの景観を構成する要素を概観したうえで，チプタゲラ

の居住区周辺にある 2 か所のタルンを対象に調査を行った（図 2）。1 か所は集落の運営

組織の中で広報役等を務める Y 氏が所有するタルンで，集落から南東に徒歩で 15 分程

度の場所にある。もう 1 か所は居住区に隣接するタルンで，これは王が所有し，近隣の

住民によって管理，利用されている。いずれの対象地も傾斜地である。 

実地調査では対象地内の一部を歩き，観測者から左右それぞれ 1m 圏内に植生する

高さ概ね 100 ㎝以上の植物を歩行ルートに沿って全て記録した。Y 氏のタルンでは敷地

の境界付近を南から北に約 60m 進み調査を行なった（図 3）。居住区に隣接するタルン

では敷地の中心の谷部を南から北に約 50m 直進し，そこから北東方向に約 20m 進んで

調査を行なった（図 4）。 

カセプハンの人々が居住区周辺の森林をどのように活用しているかを彼らの土地利

用の区分方法と合わせて Y 氏にインタビューを行った。また，実地調査の記録を基に樹

木の特徴と利用方法についても Y 氏にインタビューを行った。インタビューは一部の英

図 2. チプタゲラと研究対象地 

 

図 3. Y 氏のタルンの調査ルート 

 

図 4. 居住区に隣接するタルンの調査ルート 
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語によるやり取りを除き通訳を介して行われ，Y 氏が話すインドネシア語を通訳者が日

本語に訳したものを記録した。これらの調査は，2020 年 1 月 21 日から 1 月 23 日にかけ

て実施した。 

4. 結果 

4.1.チプタゲラの景観を構成する要素 
チプタゲラの景観は主に住居，棚田，タルン，ルイト，森林の 5 つの要素によって

構成されることがわかった（図 5）。チプタゲラはアバの住居とその周りに住宅が集まっ

た居住区を中心に構成されている。住居は木造で植物の葉を屋根に葺いた造りのものが

多い（図 6）。その周りには居住区を囲うように小規模のタルンが連なり，その先に棚田

図 5.チプタゲラの外観と空間構成要素の位置関係 

 

図 6.チプタゲラの住居(2020 年 1 月 22 日，撮影者：志水)   

  

図 7.棚田と右奥の斜面に広がるタルン (2020 年 1 月 22 日，撮影者：志水)   
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が広がる（図 7）。住居や棚田の近くにはルイトが点在している。ルイトの規格は統一さ

れており，屋根の勾配が住居と比べて大きいという特徴がある（図 8）。棚田は山地の谷

部や扇状地を中心に分布している。尾根部や棚田の境界にもタルンが点在し，畝のとこ

ろどころにバナナやサトウヤシ等の樹木が植えられている。そして，棚田の奥には稜線

まで森林が広がっている。 

4.2.カセプハンの⼟地区分に対する慣習的考え⽅とその利⽤ 
Y 氏へのインタビュー調査から土地利用に関してカセプハンが居住区と水田以外の

土地利用形態を大きく 4 つの区分に分けて捉えていることがわかった（図 9）。居住区に

近い樹木園をタルンと呼び，その後背地に位置する森林を garapan（ガラパン；利用林），

titipan（ティティパン；保留林），tutupan（トゥトゥパン；保存林）の 3 つに分けている。

それぞれのエリアについての詳細を以下に記す。 

1. Garapan（ガラパン；利用林） 

Garapan の「garap」は「耕す」という意味がある。カセプハンの集落外の森林の多

くはこのガラパンに分類される。ガラパンには森林や畑にして農業利用している土地，

そしてカセプハン以外の人々の居住地などが含まれる。ガラパンに属する農耕地では毎

年耕す区画が替えられている。ある年に農耕を行った区画ではその翌年には農作物の栽

培は行われず，別の区画を新たに耕して作物を育てる。これを数年繰り返し，また最初に

耕した土地で農耕するという，いわゆる移動農業（shifting cultivation）が行われている。 

ガラパンで伐採される木材は，主に公共施設やインフラ整備のために利用される。

個人の住宅の建材は基本的にそれぞれが所有するタルンから伐採されるが，太い柱など

の材はガラパンで伐採されることもある。 

2. Titipan（ティティパン；保留林） 

Titipan の“titip”は「預ける」という意味があり，カセプハンの先祖から受け継がれ

た森として認識され，森林内には遺跡などがあるといわれる。カセプハンはこのティテ

ィパンに属する森林を伐採したり生活に利用したりすることはない。定期的に王都を移

転させているカセプハンの将来の王都となる候補地は，ティティパンかガラパンが対象

となるとされ，その区域は awi-san（アウィサン）と呼ばれる。「awi（アウィ）」には竹

という意味があり，遺跡の周りに竹が繁っていることがあるためこの名が付いたとされ

る。カセプハンにはアウィサンに 3 日以上滞在してはいけないという決まり事もある。

これはアウィサンの保護を目的とした決まり事と考えられるが、インタビューではこれ

に関する掘り下げた回答は得られていない。森林だけでなく，カセプハンの慣習が及ぶ

図 8.居住区に隣接するルイト (2020 年 1 月 22 日，撮影者：志水)   
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地域外の土地がアウィサンに当たることもあり，その場合も同様に 3 日以上その土地に

滞在することが禁止されている。 

3. Tutupan（トゥトゥパン；保存林） 

Tutupan の「tutup」には「閉じた」という意味があり，保存林として扱われている。

かつてガラパンとして農業利用された地域がトゥトゥパンになることもある。トゥトゥ

パンでは最も厳しく森林の利用が禁止されている。 

4. Talun（タルン；樹木園） 

タルンの特徴は他の森林と違い区画が決められていて，それぞれの区画に土地の所

有者が割り振られていることである。隣り合う区画の境界は地形に沿って決まっていた

り，そうでない場合は目印となる境界木が生えていたりする。 

タルンはカセプハンの生活に最も関わりが強い林地である。所有者は自分のタルン

に樹木を植え，野菜や果物を収穫し，また樹木を建物や家具，生活雑貨を作る木材として

生活に利用している。野菜や香辛料もしくは果樹が植えられている畑地は kebun（クブン）

と呼ばれるが，タルンと厳密に区別されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9.カセプハンの土地区分の思想の概念図 
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4.3.タルンの植⽣[7, 8] 
Y 氏のタルンでは 24 種 58 本の植物が確認された（表 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.Y 氏のタルンの植生 

現地名 学名 出現回数
alpukat Persea americana 3
aren Arenga pinnata 1
babanjaran Eupatorium inulifolium 6
bambu Bambusa  spp. 1
dewa Gynura procumbens 1
dukuh Lansium domesicum 1
duren Durio zibethinus 2
honje merah Alpinia purpurata 10
jambu air Syzygium jambos 1
jambu batu Psidium guajava 1
jambu bol Syzygium malaccense 1
jeruk nipis Citrus aurantifolia 2
kapi dengkung Nyssa javanica 3
kapulaga Amomum compactum 10
ki anak Castanopsis acuminatissima 1
mahoni Swietenia mahagoni 1
mangga Mangifera indica 1
manglid Manglietia glauca 3
manii Maesopsis eminii 1
nangka Artocarpus heterophyllus 1
pinang Areca catheca 2
puspa Schima wallichii 1
surian Toona sureni 1
tisuk Hibiscus macrophyllus 3
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また集落に隣接するタルンでは 16 種 80 本の植物が確認された（表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.集落に隣接するタルンの植生 

現地名 学名 出現回数
alpukat Persea americana 3
aren Arenga pinnata 2
cengkeh Syzygium aromatica 5
copi Coffea robusta 2
duren Durio zibethinus 4
jambu air Syzygium jambos 1
kapulaga Amomum compactum 16
copi Coffea robusta 1
mangga Mangifera indica 1
manglid Manglietia glauca 5
pacing Costus speciosus 1
patat Phrynium pubinerve 11
pepaya Carica papaya 1
pisang Musa spp. 16
talas Colocasia esculenta 4
teh Camellia sinensis 1
tisuk Hibiscus macrophyllus 6
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4.4.チプタゲラにおける植物の活⽤ 
Y 氏へのインタビュー調査を基に，Y 氏のタルンと集落に隣接するタルンで確認さ

れた合計 32 種の植物について，25 種の木本と 7 種の草本に分けてその特徴と利用方法

を下記の表にまとめた（表 3）。また，樹種ごとに樹高を目測し，おおよそ 10 メートル

以上になる樹を「高」，10 メートルから 3 メートル程度の樹を「中」，3 メートル以下

の樹を「低」の 3 種類に分類した。加えて，食用となる植物に関してはそれぞれの収穫

時期を記した。 

 

 

 

 

 

 

表 3.チプタゲラの植物の特徴とその活用 

現地名 和名 学名 ⽤途と特徴 収穫時期 樹⾼
alpukat アボカド Persea americana 実と葉を⾷べる。樹は丈夫で硬く、建物の柱にも板にもなる。 年に2回、1⽉と7⽉に実を収穫。 ⾼

aren サトウヤシ Arenga pinnata

砂糖を取る。根、樹液と葉は薬になる。葉の茎は屋根材や箒として活
⽤する。枝は化粧品の原料になる。実は⾷⽤、薬、⼭⽺の餌に⽤いら
れる。葉の付け根の周りに付いているijukと呼ばれる部位で⾬の酸性
を中和できるため建材に使われる。ijukの硬い部分はharupatと呼ば
れ、薬や稲の肥料として使われる。kawulという枝の付け根の外⽪の
綿は着⽕剤や薬になる。幹の中の柔らかい部分はaciと呼ばれ薬や⾷⽤
となる。

年中収穫。 ⾼

bambu タケ Bambusa  spp.
タケノコを⾷べる。建材として使われ、⽪はナイフの代わりとして活
⽤される。

- 中

cengkeh チョウジ Syzygium aromatica 葉から油が取れ、薬して利⽤される。実は⾹⾟料になる。 ５から7⽉に実を収穫。 中

copi コーヒー Coffea spp.
幹は道具の柄として活⽤されるが、細いため建材には⽤いない。葉は
⾷⽤に、実はコーヒーとして飲む。

3⽉と7⽉に実を収穫。 中

dewa プロクムベンス Gynura procumbens 実がガンや脳梗塞の薬になる。 年中実を収穫。 中
duku ドゥク Lansium domesicum 果物として実を⾷べる。 ５から7⽉に実を収穫。 ⾼

duren ドリアン Durio zibethinus
果物として実を⾷べる。樹はまっすぐで硬く、建材として柱や板に使
う。

５から7⽉に実を収穫。 ⾼

jambu air ミズレンブ Syzygium jambos 果物。実を⾷べる。 1⽉に実を収穫。 中
jambu batu グァバ Psidium guajava 果物。実を⾷べる。 ５から7⽉に実を収穫。 中
jambu bol マレーアップル Syzygium malaccense 果物。実を⾷べる。Jambu airと⽐べて⼤きくて⾚い実をつける。 不明 中
jeruk nipis ライム Citrus aurantifolia 果物。実を⾷べる。 年中実を収穫。 中
kapi dengkung - Nyssa javanica 建材として様々な⽤途で活⽤される。 - ⾼
ki anak べランガン Castanopsis acuminatissima ⾮常に硬い樹で建材として様々な⽤途で活⽤される。 - ⾼
mahoni マホガニー Swietenia mahagoni 硬い樹で建材や家具材に利⽤する。 - ⾼
mangga マンゴー Mangifera indica 果物。実を⾷べる。樹は家具材として利⽤する。 品種によって異なる。 中
manglid ヒメタイサンボク Manglietia glauca 建材として様々な⽤途で活⽤される。 - ⾼
manii ムシジ Maesopsis eminii 建材として利⽤する。葉はヤギの餌になる。 - ⾼
nangka ジャックフルーツ Artocarpus heterophyllus 果物。実を⾷べる。⽊は台所⽤品を作る際に使う。 1⽉に実を収穫。 中
pepaya パパイヤ Carica papaya 果物。実を⾷べる。葉も⾷べる。 年中実を収穫。 中

pinang - Areca catheca
⾚い実がなり、祭事に使う。実は⾎液をきれいにする薬にもなる。幹
は独⽴記念⽇の恒例のゲームの柱として利⽤される。

年中実を収穫。 ⾼

puspa ヒメツバキ Schima wallichii
硬い樹で建材として様々な⽤途で活⽤される。稲の脱穀にも利⽤され
る。

- ⾼

surian スリアン Toona sureni 樹は建材として利⽤される。葉は⾍除けのために畑に撒く。 - ⾼
teh チャ Camellia sinensis 葉を煎じて飲む。あまり⼀般的ではないが葉も⾷⽤となる。 年中収穫。 低
tisuk ハイビスカス Hibiscus macrophyllus 建材と利⽤する。⽪はヒモとして利⽤する。 - 低
babanjaran - Eupatorium inulifolium 葉を⾚⼟に混ぜると⼟壌改良剤になる。育ちが早い。 年中収穫。 低
honje merah レッドジンジャー Alpinia purpurata ⾚い花が咲く。花を⾷べる。 1⽉と8⽉に花を収穫。 低
kapulaga カルダモン Amomum compactum ⽣姜のような植物で⾷⽤となる。 12⽉に収穫。 低

pacing フクジンソウ Costus speciosus
⾍刺されや蛇に噛まれた時に使う薬として利⽤する。イネを植える時
にも活⽤する。

- 低

patat - Phrynium pubinerve
稲束を乾かす時に防⾬ために稲に被せて利⽤する。⾷べ物を包む時に
も利⽤する。

- 低

pisang バナナ Musa spp.
果物。実を⾷べる。葉は台所⽤品や料理を包む際に利⽤する。種類に
よっては幹が⾷べれるのもある。花も⾷べる。

年中実を収穫。 中

talas タロイモ Colocasia esculenta 根を⾷べる。⾥芋に似た芋。 年中収穫。 低

⽊本

草本
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5. 考察 
調査の結果から，チプタゲラの樹木園には多くの樹種が混在していることがわかっ

た。調査対象地の全体的な傾向として高木が点在し，その間に低木が間隔を開けずに植

えられていた。また生活に利用できる樹木ばかりが植えられており，中にはサトウヤシ

やドリアンのように食用と木材の両方に利用できる樹種も確認された。一方，樹木園の

管理者によって植える樹木の種類に違いがあることがわかった。住居に近い樹木園に利

用頻度が高いと考えられる食用の樹種が多いことから，住居と樹木園との距離とそこに

植える樹種の利用頻度に相関性があることが推察された。 

その他，食用の樹種には一年中収穫できる樹種と年に 1 度しか収穫できない樹種が

あり，中には稲の収穫時期と同じ 5~7 月にしか収穫できないものもあることがわかった。 

タルンの活用方法は多様であり，カセプハンの人々が遠隔地農村で生きていくため

に代々受け継がれてきた知恵がタルンの活用の中に蓄積されていることがわかった。カ

セプハンの人々には、地域資源は今を生きる自分達の所有物ではなく、未来の世代から

の借り物であるという思想があり、また、森林は木材を生産するための場ではなく、水源

涵養、気候調整、生物多様性の保全といった機能を有する場と捉えている[9]。タルンの

活用は樹木園の生物多様性を管理することにつながっていると言える。さらに，タルン

と水田や移動式農業を組み合わせて自給自足していくことで，地域環境の保全と生活資

源の確保が両立されていた。また，カセプハンの土地区分とその利用に関して，土地区分

の慣習上の認識は不変的なものでなく，同じ土地がティティパン，王都，ガラパン，そし

てトゥトゥパンと変化し得ることがわかった。ティティパンに遺跡や先祖の森と呼ばれ

る地域が含まれることから，ティティパンはカセプハンにとって全く関わりを持たなか

った土地ではなく，かつては先祖が生活していた土地だったのではないかと推察された。

この推察と前述の土地区分の変化からトゥトゥパンが後にティティパンになることがあ

るのではないかと考えた。これが真ならばティティパン，王都，ガラパン，トゥトゥパ

ン，そしてティティパンという順序で土地利用の循環があると予想される。ガラパンに

おける移動農業や，この土地区分と利用の概念から，彼らが数年～数十年単位のスケー

ルで循環型の土地利用を行っていることが推察された。すなわち，カセプハンの人々は

近代化が進むインドネシアにおいて、伝統の中で持続可能性の高い生活様式を確立し，

自然環境と共生し続けていると考えられた。このような土地利用の循環の思想が、実際

の土地利用にどのように適用され、そしてどのように土地利用が変化してきたのかを明

らかにすることは今後の課題である。 

以上のようなカセプハンの人々の土地利用がチプタゲラの景観的特性に影響を与え

ている。斜面を開墾して作られた水田が居住区の周りに広がっているのは彼らが稲作中

心の生活を送っているためである。そしてその棚田と居住区，もしくは棚田と森林との

中間的な領域としてタルンが点在している。カセプハンの人々はタルンの樹木を食糧，

薬，建材そして家具や日用品の材料と多様な用途で日常的に活用している。そのため，労

働の場としての棚田と生活の場としての居住区との間を縫うようにタルンが形成される。

また，生活の場と利用が稀な森林との間をつなぐ場としてもタルンは形成される。この

ように，人々の生活様式がタルン景観を生み出している。タルンに低木，高木の様々な樹

種が混在していることもカセプハンの生活様式が景観に表出している一例と言えるだろ

う。 

本調査によってカセプハンの人々の住居，棚田，ルイト，タルンとその周りの森林

（ガラパン，ティティパン，トゥトゥパン）がチプタゲラの特徴的な景観構成要素として

整理された。カセプハンの慣習にもとづいた土地利用の考え方があり，その考え方が人々



決断科学 第 9号 (2021), 32-45. PEER-REVIEWED  12 of 13 
 

の利用にも浸透して地域資源が管理されていることが，チプタゲラの景観の持続的な維

持に繋がっていることが伺えた。このことはチプタゲラの景観特性として評価されるも

のである。この特徴的な景観は、カセプハンの若年層における多様性保全への理解が高

いことから、今後も維持されることが期待できる[10]。 
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